
社団法人日本動物用医薬品協会

員各位

薬事法第2条第14項に規定する指定薬物及び同法第76条の4に規定する医療等

の用途を定める省令の一部改正について(施行通知)

当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課薬事監視指導班

長より通知がありましたのでお知らせします。
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特例社団法人日本動物用医薬品協会専務理事殿

薬事法第2条第14項に規定する指定薬物及ぴ同法第76条の4に規定する

医療等の用途を定める省令の部改正について(施行通知)

このことについて、厚生労働省医薬食品局長より別添写しのとおり通知がありました

ので、御留意いただくとともに、貴会会員ヘの周知方お願いします。
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農林水産省消費・安全局長殿

薬事法第2条第14項に規定する指定薬物及び同法第76条の4に

規定する医療等の用途を定める省令の一部改正について(施行通知)

薬事法第2条第14項に規定する指定薬物の指定等については、薬事法第2

条第14項に規定する指定薬物及び同法第76条の4に規定する医療等の用途

を定める省令(平成19年厚生労働省令第14号)にて定めているところであ

る。

今般、薬事法第2条第14項に規定tる指定薬物及び同法第76条の4に規

定する医療等の用途を定める省令の一部を改正する省令(平成24年厚生労働

省令第90号)が平成24年6月1日に公布されたことに伴い、各都道府県知

事、各保健所設置市長及び各特別区長宛てで、別添写しのとおり通知したので、

貴職におかれては、御了知の上、関係機関に周知されるようぉ願いする。

薬食発0 60 1第4号

平成24年6月1日

厚生労働省医薬食品局長
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薬事法第2条第14項に規定する指定薬物及び同法第76条の4に
規定する医療等の用途を定める省令の一部改王にっいて(施行通知)

薬事法'(昭和3 5年法律第 14 5号。以下「法」どいう。).第2条第 14項
に規定する指定薬物の指定等にっいては{薬事法第2条第14.項に規定する指
定薬物及び同法第76条の4に規定する医療等の用途を定める省令(平成19
年厚生労働省令第14号)にて定めているところである。

今般、薬事法第2条第14項に規定する指定薬物及び同.法第76条の4に規
定する医療等の用途を定める省令の一部を改正する省令(平成24年厚生労働
省令第90号)'が別添・のとおり平成24年6月1日に公布されたので貴職に
おかれては、下記事項にっいて御了知の上、関係各方面に対する周知徹底及び
適切な指導方御配應願いたい。

〆ノー

薬食発0 6 0.1第1号

平成.2 4年6月1日

匙削論
厚生労働省医薬食品局妥漣5隻きと1
.臼 Wミ」1=0,

1.指定薬物の指定

(1)新たに指定された物質

次に掲げる9物質にっいて、中枢神経系の興奮若しくは抓制又は幻覚の
作用(当.該作用の維持又は強化の作用を含む。)を有する蓋然性が高く、
かっ、人の身体に使用された場合に保健衛生上の危害が発生するおそれが
あると認められたことから、法第2条第14項に規定する指定薬物として
指定したこと。
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・ N-(1 ーアダマンチノレ)- 1 一ペンチノレー 1Hーインダゾールー 3

ーカルボキサミド及びその塩類

. N-(1 ーアダマンチノレ)- 1 一ペンチノレー 1 H'ーインドーノレー 3

カルボキサミド及びその塩類

・ 2 -(エチノレアミノ) (3 ーメトキシフェニノレ)シクロヘキサ2一

ノン及びその塩類

・ナフタレンー 1ーイノレ[4 -(ペンチルオキシ)ナブタンンー 1ーイ

ル]メタノン及ぴその塩類

・ナフタレンー 1 ーイル〔17 (ペントー4 ーエンー 1ーイノレ) 1H

ーインドーノレー 3 ーイノレ]メタノン及ぴその塩類

.2 -(メチノレアミノ)- 17 (3,4 ージメチノレフ土ニノレ)プロパン

1ーオン及びその塩類

_(1 -[(1 ーメチノレピペりジンー 2 ーイノレ).メチノレ]- 1 Hーイン

ドーノレー 3 ーイノレ}(ナフタレンー 1ーイノレ)メタノン及びその塩類

2 -( 2 ーメトキシフェニノレ)- 1 '{1 -[(1 ーメチノレピペりジ

ンー 2 ーイル)メチノレ]- 1Hーインドールー 3 ーイノレ}エタノン及ぴ

その塩類

.(2 ーヨードフェニノレ)(1 -[(1 ーメチノレピペりジンー 2 ーイノレ)

メチノレ]- 1Hーインドーノレー 3 ーイノレ}メタノン及びその塩類

(2)指定された物質を含む物

(1)に掲げる.物質のいずれかを含有する物(ただし、元来これらの物

質を含有する植物を除く。)は指定薬物であり、規制の対象'となること。

2.医療等の用途の規定

上記1、に示した物質について、法第76条の4に規定する医療等の用途

は次に掲げる用途であること。

(1)次に掲げる者における学術研究又は試験検査の用途

①国の機関



②地方公共団体及びその機関

③学校教育法(昭和22年法律第2,6号)第1条に規定する大学及び高

等専門学校並びに国立大学法人法(平成15年法律第112号)第2条
第4項に規定tる大学共同利用機関

④独立行政法人通則法(平成11年法律第103号)第2条第1項に規

定.する独立行政法人及び地方独立行政法人法(平成15年法律第118

号)第2条第1項に規定する地方独立行政法人

(2)法第69条第3項に規定する試験の乕途

(3)・法第76条の6第1項に規定する検査の用途

(4)犯罪鑑識の用途

(5)'(1)から(4)までに掲げる用途のほか、厚生労働大臣が人の身体に
対する危害の発生を伴うぉそれがないと認めた用途

3.施行期旧

公布のヨ(平成24年6月1日)から起算して 30浸を経過した日

(平成24年7月1 田から施行すること。



加
^
一
一
一
一
^
一
郵
章
一
^
旦
^
認
十
一
如
,
日
刊
(
行
政
機
闘
の
休
日
休
秒

一
一ー

ー
、
ー

〔
政
厶
巴

Q
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
闘
す
る
法
律
の

一
部
の
施
一
苅
要
を
定
め
る
政
令

(
一
五
七
)

0
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に

闘
す
る
政
令
(
一
五
八
)

0
工
場
立
地
法
施
行
令
の
一
・
.
部
を
改
正
す
る

政
令
(
一
五
九
)

0

0
電
波
法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
の
総
務
大

臣
が
指
定
す
る
周
波
数
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件
(
総
務
二
9
己

0
公
証
人
法
第
七
条
ノ
一
露
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
件
(
法
務
二
二
五

0
歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
第
匹
十
六
条
の
二

の
規
定
に
差
づ
き
分
任
歳
入
徴
収
官
を
指

定
t
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

金
務
一
九
五

0
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
ぴ

施
設
差
準
の
一
都
を
改
正
す
る
件

偉
生
労
働
三
七
九
)

0
農
業
懐
同
組
合
法
施
行
規
則
第
Ξ
十
四
条

第
一
項
第
一
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
東
日

本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
支
払
備
金

と
し
て
積
み
立
て
る
金
類
の
特
例
を
定
め

る
件
(
農
林
水
産
一
四
大
二
)

0
水
産
業
皆
同
組
合
法
施
行
規
則
第
六
十
束

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き

日
本
大
農
災
に
対
処
す
る
た
め
の
支
払
備
・

金
と
し
て
積
み
立
て
る
金
額
の
特
例
を
定

め
る
件
同
一
四
六
三
)

0
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

(
同
'
一
四
六
四
S
 
一
四
七
三
)

0
公
有
水
面
埋
立
法
施
行
令
第
三
十
二
条
第

一
号
の
甲
号
港
湾
及
び
乙
号
港
湾
を
指
定

す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件

面
土
交
通
六
五
五

0
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

定
を
し
た
件
【
同
六
毛
0

0
水
路
測
量
の
実
施
に
関
す
る
件

(
海
上
保
安
庁
一
三
七
)

0
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
隷
を
実
施
す
る
件

(
防
衛
一
三
五
S
ニ
ニ
ハ
〕

冒
会
事
悪

報官

〔
省
令
〕

0
薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指

建
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規

定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
厚
生
労
働
力
9

D

、
、

〔
告
示
〕

0
有
限
会
壮
航
空
保
安
警
備
教
青
シ
ス
テ
ム

か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件
(
国
家
公
安
委
一
九
)

0
保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
一
一
号
の
規
定
に

よ
る
届
出
に
関
す
る
件
(
金
融
庁
四
九
)

0
保
険
業
法
第
二
百
七
十
三
条
第
一
項
第
三

号
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
百
八
+
五
条
第

一
項
の
免
許
の
失
効
に
関
す
る
件

(
同
五
0
)

〔
官
庁
報
告
〕

産
業

日
本
工
業
規
格

(
厚
生
労
働
省
・
経
済
産
業
省
)

国
家
鼓
験

平
成
二
十
四
年
度
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
試
験

実
施
公
告
(
国
土
交
通
省
)

穴
厶
告
〕

諸
事
項

官
庁火
井
口
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
絹
土

地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
関
係

裁
判
所
相
続
公
示
催
告
失
除
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
貢
特
別
清
冥
再
生
闌
係

会
社
そ
の
他

J

四

0

"

1

因

る

四

本
号
で
公
布
さ
れ
た

.

プ

吾 ブ

0
津
波
防
災
地
域
つ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

期
日
を
定
め
る
敢
令
(
政
令
第
一
五
七
号
)
(
国
士
交
通

省
)巽
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
皐
成
二
三
年

法
律
第
一
一
三
喜
〕
の
一
部
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
四

年
六
月
二
二
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
"

法
令
の
あ
ら
ま
し

〔
人
事
異
動
〕

内
閨
外
務
省

石

0
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
ず
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
(
政
令
第
一

五
八
号
X
国
土
交
通
宣

一
鷺
防
災
地
域
づ
く
わ
に
閏
す
る
法
律
施
行
令
の
一

部
改
正
闘
係

1
 
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
(
一
、
=

及
び
五
に
お
い
て
「
芦
と
い
う
J
第
七
三
条
第
一

項
の
政
令
で
定
め
る
士
地
の
形
質
の
変
更
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
(
第
二
0
条
関

係

切
土
で
あ
っ
て
、
当
該
切
土
を
し
た
土
地
の
蔀

H
分
に
高
さ
が
三
メ
】
ト
ル
を
超
え
る
崖
靈
表
面

が
水
平
面
に
対
じ
Ξ
0
廣
を
超
え
る
角
度
を
な
す

士
地
で
硬
岩
盤
(
風
化
の
若
し
い
も
の
を
除
く
。
)

以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
を
生
ず
る
こ

と
と
な
る
も
の

⇔
盛
土
で
あ
っ
て
、
当
該
盛
土
を
し
た
士
地
の
部

分
に
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
崖
を
生
ず
る

こ
と
と
な
る
も
の

国
切
土
及
ぴ
盛
土
を
伺
時
に
す
る
場
合
に
お
け
る

盛
土
で
あ
っ
て
、
当
該
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分

に
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
崖
を
生
じ
、
か
つ
、

当
該
切
土
及
び
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ

が
ニ
メ
】
ト
ル
を
超
え
る
崖
を
生
ず
る
こ
と
と
な

る
も
の

2
 
注
第
七
三
条
第
二
項
竺
号
の
政
令
で
定
め
る
社

会
福
祉
施
設
学
校
及
び
医
嘉
設
は
、
次
に
提
げ

る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
(
第
一
二
条
関
係
)

H
 
老
人
橿
祉
施
設
(
老
人
介
腰
支
擾
セ
ン
タ
ー
を

除
く
.
)
、
障
害
考
支
援
施
設
児
童
福
祉
施
設
(
母

子
生
活
支
援
施
設
児
窯
厚
生
施
殴
児
童
自
立

支
援
肱
設
及
ぴ
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除

く
.
〕
等

七

平成24年6月1日金曜日 第5812号

編集・印刷
独立行政法人凹立印刷局

診識

幾

二一



4

命
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正

第
十
二
条
国
土
交
通
省
組
織
令
皐
成
十
一
一
年
政
令
第

二
首
五
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
.

第
九
十
三
条
第
十
二
号
中
「
津
波
災
害
妻
戒
区
越

の
下
に
一
及
ぴ
津
波
災
害
特
別
警
戒
区
越
を
加
え
る
.

1
 
』

こ
の
政
令
轤
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
闘
す
る
往
律

附
則
た
だ
.
し
書
に
規
定
す
る
損
定
の
施
行
の
日
(
平
成
二

十
四
年
六
月
十
三
日
)
か
ら
施
行
す
る
.

内
閣
総
理
大
臣
・
野
田
佳
彦

総
務
六
臣
川
端
達
夫

・
文
部
科
学
大
臣
平
野
博
文

厚
生
労
働
六
臣
小
宮
山
洋
子

国
土
交
通
大
臣
前
田
武
志

、

工
場
立
地
法
葹
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
.

御
.
名
御
璽

平
成
二
十
四
年
六
月
一
日

内
閣
絵
理
大
臣
・
野
田
佳
彦

0
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
号

葉
事
法
粛
和
三
十
去
年
法
律
第
百
四
十
玉
号
)
.
第
二

条
畢
四
項
の
規
定
に
塞
づ
ミ
葉
亭
法
第
三
条
筆
四

項
に
規
定
,
る
指
定
藁
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に

規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
賓
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
:

平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
厚
生
労
衝
大
臣
小
宮
山
洋
子

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物

及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等

の
尾
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
害
令

.
藥
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
ぴ

同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定

め
る
省
令
皐
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
四
邑
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
六
十
九
号
を
第
七
十
八
号
と
U
、
第
六
十

八
号
を
第
七
十
六
号
と
L
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。七
十
七
(
二
ー
ヨ
ー
ド
フ
エ
ニ
ル
)
二
 
1
【
(
一
ー
メ

・
チ
ル
ぞ
ぺ
り
ジ
ン
ー
ニ
!
イ
ル
〕
メ
チ
ル
L
,
'
1
 
一
 
E
1

イ
ン
ド
ー
ル
ー
三
ー
イ
ル
一
メ
タ
ソ
ン
及
び
そ
の
塩

類
第
一
争
第
六
十
七
号
を
第
七
十
五
号
と
し
、
蛸
六
十

大
号
を
第
七
十
四
号
と
し
、
箆
六
十
五
号
を
第
七
十
三
号

と
し
、
第
六
十
四
号
を
箆
七
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
.

七
十
ニ
ニ
ー
(
二
ー
メ
ト
キ
シ
フ
エ
ニ
ル
)
 
1
一

一
一
 
1
[
二
ー
メ
チ
ル
ビ
ペ
り
ジ
ン
ー
ニ
ー
イ
ル
)

メ
チ
ル
]
 
1
一
箪
ー
イ
ン
ド
ー
ル
ー
Ξ
ー
イ
ル
]
工

タ
ノ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第
一
条
中
第
六
十
三
号
を
第
七
十
号
と
し
、
嬉
五
十
一

号
か
ら
第
六
十
二
号
ま
で
を
七
号
ず
つ
繰
η
下
げ
、
第
三

十
号
を
第
云
十
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
.五
十
七
.
{
一
1
[
(
一
ー
メ
チ
ル
ビ
ペ
り
ジ
ン
j
二
ー

イ
ル
)
メ
チ
ル
]
 
1
-
 
H
ー
イ
ン
ド
】
ル
ー
三
ー
イ

ル
}
(
ナ
フ
タ
レ
ン
ト
一
ー
イ
ル
)
メ
タ
ノ
ン
及
び
そ

の
塩
類
、

一
争
第
四
十
九
号
を
第
五
十
五
号
と
し
、
第
四
十

八
号
を
第
五
十
四
号
と
し
一
第
四
十
七
号
を
第
室
十
二
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
言
万
を
加
え
る
.

五
十
Ξ
二
ー
,
(
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
)
1
 
一
 
1
き
一
.
四
1

ジ
メ
チ
ル
フ
エ
ニ
ル
)
プ
ロ
バ
ン
ト
一
ー
オ
ン
及
ぴ

の

告
.

省

官

政
令
第
言
五
十
九
号

工
堤
立
地
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

丙
閣
は
、
工
翌
地
法
(
昭
和
三
十
四
年
法
猪
二
十

四
号
)
篇
六
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
の
五
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

工
場
立
地
怯
施
行
令
命
和
四
十
九
年
政
令
第
二
十
丸

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
、
条
中
「
又
は
地
熱
」
を
雪
し
く
は
地
恐
に
改

め
、
・
「
も
の
」
の
下
に
「
又
は
太
陽
光
を
電
気
に
変
換
す
る

も
の
」
を
加
え
る
。

附
則

(
施
行
期
日
)

ー
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
ヨ
か
ら
施
行
す
る
.

禽
則
に
闘
す
る
怒
過
措
電

2
 
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
割
則
の

適
帛
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
.

財
務
大
臣
・
安
住
淳

厚
生
労
働
大
臣
小
宮
山
洋
子

塵
林
水
産
大
臣
臨
時
代
翌

国
契
臣
前
田
武
志

経
済
産
業
大
臣
枝
野
幸
男

国
土
交
通
大
臣
齢
田
武
志

内
閣
総
理
大
臣
野
田
佳
彦

令

第
一
条
中
箆
四
十
六
号
を
第
五
十
一
号
と
し
、
第
三
十

四
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
を
五
号
ず
っ
繰
り
下
げ
、
.
第

三
十
三
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号

を
加
え
る
。

三
十
七
ナ
フ
タ
レ
ン
ー
一
ー
イ
ル
[
四
1
 
(
ベ
ン
チ

ル
才
キ
シ
)
ナ
フ
タ
レ
ン
ー
一
ー
イ
ル
]
メ
タ
ノ
ン

及
び
そ
の
塩
類

三
十
ハ
ナ
フ
タ
レ
ン
ー
一
ー
イ
ル
ロ
ー
(
ペ
ン
ト
ー

因
ー
エ
ン
ー
一
」
イ
ル
)
 
1
一
王
1
ー
イ
ン
ド
ト
ル
ー

.

.

三
ー
イ
ル
]
.
メ
タ
ノ
ン
及
び
そ
の
塩
類

第
一
条
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
五
号
と
し
、
、
第
十
玄

号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十

四
号
を
竿
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
.
一
号
を
加
え

る
.
十
七
二
1
 
(
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
)
 
1
一
一
1
 
(
三
ー
メ
ト

キ
シ
フ
エ
ニ
ル
)
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ン
及
び
モ
の
塩

類
,

.

.

第
一
条
中
、
牛
Ξ
号
を
第
十
五
号
と
し
、
.
第
八
号
か
多

竿
二
号
ま
で
を
一
一
号
ず
っ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の
次
に

次
の
二
号
を
加
え
る
.

八
 
N
し
(
一
ー
ア
ダ
マ
ン
チ
ル
〕
1
一
1
ペ
ン
チ
ル
ー

一
且
ト
イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル
ー
三
ー
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
及

び
そ
の
塩
類

九
 
N
f
(
一
ー
ア
ダ
マ
ン
チ
ル
)
1
-
f
ペ
ン
テ
ル
ー

一
亘
ー
イ
ン
ド
ー
ル
ー
三
ー
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
及
び

そ
の
塩
類

附
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
寡
し
て
三
十
質
を
経

過
し
た
日
鄭
ら
施
行
す
る
J

示

0
金
融
庁
告
示
第
四
十
九
号

ユ
ー
ラ
ー
ヘ
ル
メ
ス
・
ド
イ
チ
ニ
ラ
ン
ト
.
ア
ク
テ
ィ

エ
ン
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
よ
り
保
険
業
法
(
霞
七
年
法
律

第
吉
五
号
)
第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
禽

法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
冒
ぢ
に
定
め
る
外
国
保
険
会

詰
の
商
号
の
変
悪
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十

九
条
の
規
定
に
墓
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
一
日金
融
庁
長
官
:
畑
中
龍
太
郎

外
国
保
険
会
社
等
の
商
号

こ
工
ー
ラ
ー
ヘ
ル
メ
ス
・
ド
イ

チ
ユ
ラ
ン
ト
・
ア
ク
テ
ィ
エ

ン
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

、

(
旧
商
号
ユ
ー
ラ
ー
・
ヘ

ル
メ
ス
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
フ
エ

ア
ズ
ィ
ヘ
ル
ン
グ
ス
・
ア
ク

テ
ィ
エ
ン
ゲ
ノ
ゼ
ル
シ
ャ
フ

卜
)

0
金
融
庁
告
示
第
霊
十
号

ア
メ
リ
カ
ン
ニ
ブ
イ
フ
・
イ
ン
シ
ユ
ア
ラ
ン
ス
、
カ
ン

、
パ
ニ
】
が
保
険
契
約
の
全
部
に
係
る
保
険
契
約
の
移
駈
を

し
た
こ
と
に
伴
い
、
保
険
裳
法
(
平
成
七
雲
律
第
百
王

邑
箆
二
百
池
+
三
条
第
一
項
第
Ξ
号
の
規
定
に
よ
り
、

同
社
の
伺
法
第
百
八
十
五
条
第
一
項
の
免
許
が
そ
の
効
力

を
失
コ
た
の
で
一
.
同
法
第
,
一
一
百
七
十
四
条
第
四
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
告
示
す
る
.

平
成
土
十
匹
年
六
月
一
甘金
融
庁
長
官
畑
中
龍
太
鄭

0
総
務
害
告
示
第
二
吉
三
号

,
1
 
一

電
波
法
.
(
昭
和
一
一
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
)
第

三
条
の
二
第
二
項
及
ぴ
置
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五

年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
量
第
五
十
一
条
の
力

の
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
謡
二
十
三
年
総
務
省
告
示
第

四
百
十
九
号
(
電
波
法
第
百
Ξ
条
の
二
第
一
一
項
の
総
務
大

巨
が
指
定
す
る
周
波
数
を
定
め
る
件
)
の
.
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
一
白

総
務
六
巨
川
端
達
夫

表
中
属
伽
言
」
を
券
昂
戸
」
に
改
め
る
。

0
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
五
号

公
証
人
法
(
明
治
四
十
一
雲
律
第
五
士
晋
乏
第
七

条
ノ
ニ
第
一
項
の
規
定
に
よ
わ
、
次
に
拷
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
促
縁
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
ゑ

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
.

平
或
二
十
四
年
六
月
一
日
法
務
大
巨

敏
夫

小
1挺
久
幸
治

棗
注
務
局
斯
属

津
熊
寅
雄

東
京
法
務
局
所
属

安
追
胴
想

神
戸
地
方
法
務
局
所
属

中
村
昭
博

神
戸
地
方
法
務
局
所
属

0
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
九
号

警
偏
業
法
(
昭
和
四
+
七
年
按
律
第
百
十
七
号
)
第
二

十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
し
た
有
限
会
益
空

保
安
警
儀
教
育
シ
ス
テ
ム
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の

届
出
が
あ
コ
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
+
四
年
大
月
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
畏
松
原
仁

一
有
限
会
社
航
空
保
安
警
術
教
青
シ
広
テ
ム
の
代
表
者

の
氏
名

H
 
変
更
前
の
代
表
者
の
氏
名
中
野
直
人

⇔
.
変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名
:
市
川
,
明

ニ
.
変
更
の
年
月
日
平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
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